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時
折
降
る
雨
に
も
負
け
ず
、
響
き

わ
た
る
勇
壮
な
太
鼓
の
音
色
と
に
ぎ

や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
。
今

年
も
「
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
両

国
花
火
大
会
」
（
実
行
委
員
会
主
催
）

が
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
・
利
別
川

河
川
敷
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
１
万
５
千
人
が
訪
れ
活
気
溢
れ
る

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
町

青
年
連
絡
協
議
会
（
荻
原
祐
介
会
長
）

に
よ
る
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
、

足
寄
町
に
ち
な
ん
で
開
催
さ
れ
た
恒

例
の
「
美
足
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
５

人
の
足
自
慢
が
参
加
。
よ
り
す
ぐ
り

の
美
足
に
、
ス
テ
ー
ジ
の
周
り
か
ら

は
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
町
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
事
業
に
よ
り
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ

ー
ル
５
人
と
Ｂ
・
Ｂ
が
来
場
し
、
ダ

ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
も
ち
ま
き
や
盆
踊
り
に
も
参
加

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
個
人
の
部
に

27

組
32

人
、
団
体
の
部
に
14

組
１
３

６
人
が
出
場
。
映
画
で
お
な
じ
み
の

あ
の
人
や
人
気
お
笑
い
芸
人
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
で
観
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

両
国
花
火
大
会
で
は
、
昨
年
度
誕

生
し
た
新
生
児
を
祝
う
「
こ
ど
も
の

た
め
に
花
火
を
あ
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
50

発
を
含
む
８
０
５
０
発

の
花
火
が
足
寄
の
夜
空
を
照
ら
す
と
、

詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は
拍
手
と
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第40回　足寄ふるさと盆踊り ・両国花火大会

夏の音　足寄に響く
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職員の給与に関してご不明な点は、役場総務課職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１（内線３２３）

■級別職員数（一般行政職）
（平成30年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級

課　長

参　事

 13人

５ 級

室　長

主　幹

 33人

４ 級 主　査 29人

３ 級 主　任  15人

２ 級

主　事

技　師

 16人

１ 級

主　事

主事補

 21人

計 127人

・区分は足寄町給与条例によります。

・標準的な職務内容とは、それぞれの級の

　代表的な職務です。

■期末・勤勉手当支給率
（平成30年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.225月分 0.9月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.9月分

計 2.6月分 1.8月分

国

６月 1.225月分 0.9月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.9月分

計 2.6月分 1.8月分

■職員の主な手当の状況

（平成30年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 6,500円

子 10,000円

父母等  6,500円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合

（町内に所在するものに限る）
16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～31,600円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×12％

室長等の職　給料月額×10％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

■年齢別職員構成の状況
（平成30年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   5人 32～35歳 23人 48～51歳   21人

20～23歳 14人 36～39歳 17人 52～55歳   42人

24～27歳 12人 40～43歳 40人 56～59歳   22人

28～31歳 18人 44～47歳 35人 60歳以上     1人

合　計 250人

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる

給料、手当など

給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計

類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体

一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職

職員の給与などを

公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、

その内容をご理解いただくために、あらまし

をお知らせします。

なお、町ホームページ（https://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成29年度

歳 出 総 額 10,399,927千円

人 件 費 1,296,051千円

人 件 費 率 12.5％

人件費のうち職員給与 895,504千円

職 員 給 与 比 率 8.6％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長

など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担

金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（平成30年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒
足寄町 179,200円

国 179,200円

高校卒
足寄町 147,100円

国 147,100円

■特別職等の報酬等の状況
（平成30年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×2.125月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.275月分

教育長 560,000円 　　　　計  4.4月分

■議会議員の報酬等の状況
（平成30年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 300,000円 ６月期　報酬月額×2.125月分

副議長 235,000円 12月期　報酬月額×2.275月分

議　員 188,000円 　　　　計  4.4月分

■退職手当の支給率
（平成30年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 　２～30％加算

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 47.709月分 47.709月分 　８～12号給

国

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 　２～45％加算

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成30年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 41.6歳 314,500円 376,678円

類似団体 41.3歳 301,998円 332,402円

国 43.5歳 329,845円 410,940円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含

んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ

ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す

るために除いているものです。
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

大切な気持ち伝える

　「社会を明るくする運動」（町防犯協会主催、

後藤次雄会長）の街頭キャンペーンがフクハ

ラ足寄店、Ａコープあしょろ店の店頭など４

カ所で行われました。同会の会員や本別警察

署長ら22人が参加し、ティッシュなどが入っ

た啓発グッズを訪れた買い物客に手渡しなが

ら犯罪や非行の防止を訴えました。

　町認定こども園どんぐり（渡辺裕美園長）

で年長組46人を対象に、防火ＰＲが行われま

した。始めに足寄消防団の奥泉圀博団長が「花

火をする機会が増えると思いますが、火事の

ないように気を付けてください」とあいさつ。

その後園児は、子ども用の防火服を着用し放

水や消防車の乗車体験などを行いました。

火には気をつけよう

放牧酪農を学ぶ

　北海道放牧酪農ネットワーク交流会 in足

寄（町放牧酪農振興会主催）が８月４日と５

日の２日間、町内で行われ、町内をはじめ道

内外から酪農関係者や放牧酪農での就農を目

指す人など85人が参加しました。草地で放牧

フィールド見学や講演会が行われ参加者は真

剣な眼差しで学んでいました。

　芽登小学校（林正浩校長）で「絵手紙授業」

が行われ、日本郵便株式会社の秋元良嗣さんや

日本絵手紙協会公認講師の上村啓子さんらを講

師に、絵手紙の書き方を学びました。児童は、

宛名の書き方などを学んだ後、クレヨンと顔

彩で花火などを描き、祖父母や友人に気持ち

を込めて絵手紙を完成させました。

7/9

7/26いろんなこと楽しく学ぶ

　夏休みの子どもの居場所づくりと規則正し

い生活をする事を目的に夏休みチャレンジク

ラブ（町教育委員会主催、全６回）が町民セ

ンターで開催され、小学生48人が参加しまし

た。子どもたちは、学年毎に夏休みの宿題や

読書をしたほか、外国語を学んだり軽スポー

ツなどを行いました。

7/27

7/30

　町文化協会（阿部嘉宏会長）主催による芸

能発表会が町民センターで開かれ、同協会に

加入する20団体延べ80人が出演しました。

　足寄雌阿寒太鼓保存会の勇壮な太鼓演奏で

開幕し、三味線や民謡、舞踊などが披露され、

会場に詰め掛けた約１５０人の観客から大き

な拍手が送られました。

7/24

8/4.5

レベルアップを目指して

7/20

楽しい夏まつり

　バレーボールチーム「帯広ＪＪＢ」で指導

する佐々木正一さんらを講師に招き、町内の小

学生から高校生のバレーボール競技者を対象

にバレーボール教室が総合体育館で行われ33

人が参加。講師は「相手のことを思いやって

パスやトスを上げて」と話し、パスやレシー

ブのコツや練習方法などを指導しました。

7/20
7/28

　第６回三意会まつり（医療法人社団三意会

主催）が介護療養型老人保健施設あづまの里

で行われ、地域や入所者とその家族などが訪

れました。施設内では屋台や職員手作りの射

的、ストラックアウトなどの縁日が催された

ほか、屋外ではどん菓子が無料で提供され多

くの来場者で賑わいました。

犯罪のないまちづくり

練習の成果を披露して
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

反核平和の火をつなぐ
　核廃絶への願いを込めて平和の火を全道で

走りつなぐ、反核平和の火リレー（反核平和

の火リレー平友祭足寄地区実行委員会主催）

が行われ、24人が参加しました。参加者は反

核平和を訴えながら市街地を行進した後、炎

天の中、トーチに灯した平和の火を本別町へ

走りつなげました。

気持ちよく体を動かそう

　松山千春さんの故郷である足寄町で千春さんの

歌を気持ちよく歌ってもらおうと、今年で３

回目となる「千春のど自慢大会２０１９」（あ

しょろ道の駅前活用推進委員会主催）があし

ょろ銀河ホール21前広場で行われ、町内や札

幌市、旭川市、愛知県などから27組が出場。

会場には約３００人の観客が詰め掛けました。

憧れを歌声に込めて

また会う日まで
　町国際交流員のリヴァイ・センズさんが３年

間の町での勤務を終えカナダに帰国しました。

この日、町民センターで開かれた出発式には

約１００人の町民が見送りに集まりました。

リヴァイさんは「第２の故郷ができました。カ

ナダに帰りますが、私の心は足寄に置いてい

きます」と話し、別れを惜しみました。

　ジュニアスポーツ体験教室（町教育委員会

主催）が総合体育館で行われ、町内の小学生

26人が参加しました。町スポーツ指導員らを

講師としてマット運動・トランポリンなどが

行われました。マット運動では前転・後転・

側転、トランポリンでは簡単な技に挑戦し参

加者は楽しく汗を流していました。

8/5

8/9

努力は夢をかなえる
　首長竜の研究者として世界的に有名な東京

学芸大学准教授佐藤たまきさんの講演会が足寄

動物化石博物館で開催され町内外から46名が

参加しました。講師は子どもたちに向けて「自

身が何を知りたいか、やりたいかを見つけた

ら、そのためにしっかりと日々の勉強に取り

組むことが大事」と語り掛けました。

8/17

8/23 みんなで集めよう！
　全国のご当地マンホール蓋を紹介する「マ

ンホールカード」に本町のデザインが加わり、

アユミちゃんがデザインされたマンホールカ

ードの配布が始まりました。配布初日、朝か

ら待ちわびた子どもたちや町内外からの家族

連れが来庁し、それぞれカードを笑顔で受け

取っていました。

8/7

8/24

適度な運動と睡眠が大事

7/20

恒久平和を願って

　健康づくり講演会（町主催）が町民センタ

ーで開催され、50人が参加しました。講師を

務めた北海道教育大学附属札幌小学校の須合

幸司栄養教諭が子どもの頃の生活習慣によっ

て学力や体力に大きく差が出る事やダイエッ

ト、睡眠の質を高める方法などクイズを交え

て解説しました。

8/68/20

　町戦没者追悼式が町民センターで行われ、

遺族や来賓など約80人が参列しました。式で

は参列者全員で黙祷を捧げた後、渡辺俊一町

長が「命、平和の尊さを語り継ぎ、この繁栄

を次世代に引き継ぎます」と式辞を述べ、吉

田敏男町議会議長、足寄中学校生徒会長の池

田詩織さんらが追悼のことばを述べました。
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内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
29

回
町
民
芸
術
祭

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
町
民
の
芸
術
・

文
化
の
発
表
の
場
と
し
て
、
第
29

回
町
民
芸

術
祭
を
開
催
し
ま
す
。

主　

催　

町
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会

開
催
日　

10

月
27

日
㈰

時　

間　

午
後
０
時
30

分
～
３
時
30

分

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
40

回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い

主　

催　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

開
催
日　

12

月
１
日
㈰

時　

間　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

子
育
て
・
家
庭
教
育

温
水
プ
ー
ル
と
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す

　

平
成
２
年
建
設
の
総
合
体
育
館
、
同
６
年

建
設
の
温
水
プ
ー
ル
は
、
開
館
か
ら
25

年
以

上
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
故
障
の
た
び
に
修
繕
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
雨
漏
り
対
策
や
プ
ー
ル
の
配
管

設
備
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
外
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
改

修
、
壁
画
剥
離
防
止
対
策
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

床
改
修
、
玄
関
ポ
ー
チ
改
修
・
ス
ロ
ー
プ
新

設
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー

ル
の
水
を
全
て
抜
き
配
管
設
備
の
更
新
も
行

う
こ
と
か
ら
、
プ
ー
ル
を
一
時
休
館
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
は
約
４
カ
月
間
を
見
込
ん
で
お

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

基
調
講
演
、
赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
等

講　

師　

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん

（
お
笑
い
芸
人
）

演　

題　

「
出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾　

命
の
授
業
」

※
基
調
講
演
講
師
の
日
程
調
整
の
た
め
、
女

性
の
つ
ど
い
の
日
時
が
例
年
と
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
確
認
願
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
自
治
会
回
覧
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
40

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
25

回
町
民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

開
催
日　

10

月
14

日
（
月
・
祝
日
）

集　

合　

参
加
者
は
午
前
８
時
30

分
ま
で

場　

所　

里
見
が
丘
陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
（
１
㎞
～
５
㎞
）
の
部

　
　
　
　

足
寄
高
校
生
の
部

　
　
　
　

出
合
い
の
森
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

総
合
体
育
館
は
開
館
し
て
い
ま
す

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

9

月
17

日
㈫　

10

月
17

日
㈭

　
　
　
　

11

月
21

日
㈭　

12

月
19

日
㈭

時　

間　

午
前
10

時
10

分
～
11

時
50

分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

９
月
10

日
㈫　

10

月
29

日
㈫

　
　
　
　

11

月
26

日
㈫　

12

月
17

日
㈫

時　

間　

午
前
10

時
～
11

時
15

分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

10

月
31

日
㈭

時　

間　

午
前
10

時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
検
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

図
書
館
担
当 

☎
25

－

３
１
８
９

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日　

11

月
６
日
㈬
・
13

日
㈬
・
20

日
㈬

　
　
　
　

27

日
㈬　

全
４
回

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30

分

場　

所　

総
合
体
育
館

内　

容　

い
ろ
い
ろ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　

※
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

り
、
休
館
期
間
は
９
月
か
ら
令
和
２
年
１
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
開
館
日
が
前
後
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
開
館
日
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
あ
し
ょ
ろ
や
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

温
水
プ
ー
ル
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
購
入
さ
れ
て
い
る
回
数
券
・
定
期

券
（
有
効
期
限
が
９
月
１
日
以
降
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
記
載
の
期
限
に
工
事
期
間
分
（
４

カ
月
を
予
定
）
を
加
え
た
有
効
期
限
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
は
、
屋
根
・
外
壁
の
改
修
、

第
２
体
育
館
窓
取
替
、
床
塗
装
な
ど
の
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
施
設
内
の
一
部
が
利
用
で

き
な
く
な
る
ほ
か
騒
音
が
発
生
す
る
な
ど
、

利
用
者
に
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

利
用
休
止
期
間
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
長
く
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
実
施
す
る
工
事
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

赤十字バザール
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池
田
で
す
 

頑
張
っ
て
い
ま
す
 

足寄町をＰＲする池田主査

募
集
し
ま
す

秋
の
夜
長
を
博
物
館
で

　

恒
例
と
な
っ
た
真
っ
暗
な
博
物
館
の
展
示

室
を
探
索
す
る
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
夜

の
博
物
館
）
を
10

月
26
日
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
メ
キ
シ
コ
で
行
わ
れ
る
「
死
者
の
日
」

（
Ｄ
ａ
ｙ　

ｏ
ｆ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｄ
ｅ
ａ
ｄ　

日
本
の
お
盆
の
よ
う
な
お
祭
り
）
の
よ
う
に

「
ガ
イ
コ
ツ
た
く
さ
ん
」
の
行
事
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

暗
闇
で
の
化
石
体
験
、
仮
装
（
シ
ー
ル
を

貼
る
だ
け
な
ど
の
簡
単
な
も
の
で
Ｏ
Ｋ
）
し

て
い
る
と
よ
り
楽
し
め
ま
す
。
化
石
博
物
館

ら
し
い
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

　

今
年
も
仮
装
を
し
て
入
場
す
る
方
に
特
典

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

開
催
日　

10

月
26

日
㈯

時　

間　

午
後
６
時
～
８
時

※
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

入
館
料
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳　

細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

●
10

月
27

日
か
ら
11

月
９
日
は

 

「
秋
の
読
書
週
間
」
で
す

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
お
か
え
り
、
栞
の
場

所
で
待
っ
て
る
よ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
日
々

の
時
間
と
環
境
は
、
足
早
に
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
う
け
れ
ど
、
お
も
む
ろ
に
開
い
た
本
の
世

界
は
、
あ
な
た
の
帰
り
を
待
っ
て
か
ら
進
ん

で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
ほ
っ
と
で
き

る
本
に
出
合
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
読
書
週
間
ま
で

の
お
楽
し
み
で
す
。

●
「
敬
老
の
日
」
読
書
の
す
す
め

　

「
心
ゆ
た
か
に
生
涯
読
書
」
を
テ
ー
マ
に

お
す
す
め
の
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。
定
年
を

迎
え
、
ゆ
っ
く
り
自
分
の
時
間
を
楽
し
め
る

今
か
ら
だ
か
ら
こ
そ
、
本
を
読
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？
「
本
を
読
む
と
若
く
な
る
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
読
書
は
心
の
健
康
に
役
立
ち
、

頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
。

　

小
説
か
ら
エ
ッ
セ
イ
、
実
用
書
な
ど
幅
広

く
揃
え
て
い
ま
す
。

　

年
配
の
方
に
お
す
す
め
の
図
書
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
ル
イ
カ
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
新
刊
案
内

『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
テ
ィ
』

『
プ
ー
と
大
人
に
な
っ
た
僕
』

『
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
』

『
チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
』

『
お
し
り
た
ん
て
い
４
』

　

図
書
館
内
で
視
聴
が
で
き
ま
す
。
視
聴
に

は
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

図
書
館
休
館
日

　

９
月
か
ら
11

月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　

月
曜
日
が
休
館
で
す
。

９
月　

２
日
、
９
日
、
16
日
、
23

日
、
30

日

10

月　

７
日
、
14

日
、
21

日
、
28
日

11

月　

４
日
、
11

日
、
18
日
、
25

日

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

９
月
28

日
㈯　

10

月
26

日
㈯

　
　
　
　

11

月
23

日
㈯

時　

間　

午
前
10

時
30

分
～
11

時

場　

所　

図
書
館
ル
イ
カ

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

９
月
４
日
㈬　

10

月
２
日
㈬

　
　
　
　

11

月
６
日
㈬

時　

間　

午
前
11

時
～
11

時
30

分

場　

所　

図
書
館
ル
イ
カ

対　

象　

乳
幼
児
か
ら

詳　

細　

お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

※
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
、
お
は
な
し
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
で
、
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
当

日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

●
利
用
者
登
録
の
方
法

　

図
書
館
の
利
用
に
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
本
人
の
氏
名
・
現
住
所
・
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど
）
を

持
参
し
、
利
用
登
録
申
込
書
を
記
入
し
て
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
未
返
却
の
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。
お
手

元
に
返
し
忘
れ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

図
書
館
ま
で
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。
図
書

館
が
閉
館
中
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
入
口
の
「
返

却
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
児
童
館
分
館
（
児
童
館
あ
し
ょ
べ
ー
る
内
）

で
も
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
図
書
館
資
料
の
検
索
が
で
き
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電

話
か
ら
図
書
館
資
料
を
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

h
ttp

s
://ilis

o
d
0
0
1
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e
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h
o
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お

知

ら

せ

●
作
品
展
出
展
者
募
集

　

「
第
58
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
書
道
や
絵
画
、

各
種
創
作
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
個
人
・
サ
ー
ク
ル

を
問
わ
ず
、
日
ご
ろ
の
活
動
発
表
の
場
と
し

て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

11

月
９
日
㈯
～
17

日
㈰

会　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
・

 

１
階
ロ
ビ
ー

作　

品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生
け

花
、
写
真
、
創
作
人
形
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
木
彫
作
品
そ

の
他
創
作
作
品
全
般

出
展
数　

一
人
３
点
ま
で

搬　

入　

11

月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

搬　

出　

11

月
18

日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
で
出
展
い
た
だ
け
る

方
は
、
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
関
係
上
、
事
前
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
詳
細　

生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

●
郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料
館
（
中

足
寄
）
で
収
蔵
・
展
示
可
能
な
郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
貴

重
な
資
料
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
特
に
収
集
し
て
い
る
資
料
】

・
昭
和
20

年
代
か
ら
50

年
代
に
使
用
さ
れ
て

い
た
生
活
用
具
や
当
時
町
内
の
小
中
学
校

で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
等

・
廃
校
に
な
っ
た
町
内
の
学
校
関
係
資
料

・
町
内
に
あ
っ
た
関
連
施
設
に
関
す
る
資
料

（
硫
黄
鉱
山
、
軍
馬
補
充
部
、
森
林
鉄
道
等
）

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ヶ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
足
寄
デ
ー
」

が
７
月
３
日
に
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
渡
辺
町
長
、
安
久
津

前
町
長
に
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
チ
ー

ズ
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
や
螺
湾
ブ
キ
の
天

ぷ
ら
の
試
食
提
供
な
ど
、
首
都
圏
の
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
に
足
寄
町
を
し
っ
か
り
と
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
試
合
開
始
直
前
の
グ
ラ
ン
ド
内
で
は
、

渡
辺
町
長
と
と
も
に
池
田
主
査
が
来
場
者
に

足
寄
町
の
魅
力
に
つ
い
て
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
現
役
時
代
を
覚
え

て
く
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し

か
っ
た
池
田
主
査
で
し
た
。
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８
月
１
日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

（
渡
辺
裕
美
園
長
）
で
七
夕
お
楽
し
み
会
が

行
わ
れ
、
園
児
ら
は
色
と
り
ど
り
の
浴
衣
や

甚
平
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
は
短
冊
が
飾
ら
れ
た
笹
を
囲
み
、
雌

阿
寒
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
に
合
わ
せ
て
盆
踊

り
を
踊
っ
た
ほ
か
、
保
護
者
ら
と
お
も
ち
ゃ

す
く
い
や
く
じ
引
き
な
ど
の
夜
店
を
楽
し
み

ま
し
た
。
最
後
に
は
、
保
護
者
会
に
よ
る
花

火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
七
夕
の
夜
に

華
を
添
え
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
で

七
夕
お
楽
し
み
会

　

８
月
25

日
、
第
17

回
足
寄
町
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
実
行
委
員
主
催
・
宇
野
浩

実
行
委
員
長
）
が
陸
上
競
技
場
と
町
内
２
カ

所
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
約
３

０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
に
分
か
れ
て
優
勝
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
《
成
績
》

　
　
　

優　

勝

：

東
区

　
　
　

準
優
勝

：

旭
町

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

現
在
、
地
域
防
災
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
う
消
防
団
の
多
く
は
被
雇
用
者
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
消
防
団
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が
入
団
し
や

す
く
、
ま
た
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動

に
対
す
る
一
層
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
す
。

◆
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

本
町
で
は
、
地
域
の
防
災
能
力
の
強
化
向

上
の
た
め
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活

動
へ
の
便
宜
や
従
業
員
の
入
団
促
進
な
ど
、

消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

や
団
体
に
対
し
て
、
町
が
「
消
防
団
協
力
事

業
所
」
と
認
定
し
公
表
す
る
こ
と
で
、
事
業

所
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら

れ
る
も
の
で
す
（
消
防
団
に
所
属
し
て
い
る

従
業
員
の
人
数
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）
。

　

町
が
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
認
定
し

た
事
業
所
や
団
体
に
は
表
示
証
が
交
付
さ

れ
、
表
示
証
は
認
定
日
か
ら
２
年
間
の
有
効

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
表
示
証
交
付
（
更
新
）
事
業
所

　

表
示
証
の
有
効
期
限
が
満
了
を
迎
え
た
、

宮
口
産
業
株
式
会
社
（
中
島
正
博
代
表
取
締

役
）
と
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す
び
れ
っ
じ

（
阿
部
智
一
施
設
長
）
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
事
業
所
の
協
力
を
通
し
て
地
域
の

防
災
体
制
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
宮
口
産
業
株
式
会
社
」　

※
７
月
１
日
更
新

　

足
寄
消
防
団
第
１
分
団

　
　

部
長　

佐
々
木
昭
彦

　
　

団
員　

佐
々
木
貴
人

「
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す
び
れ
っ
じ
」

※
８
月
１
日
更
新

　

足
寄
消
防
団
第
１
分
団

　
　

団
員　

小
甲
達
也

　
　
　
　
　

土
田
康
平

　
　
　
　
　

髙
田
潤
平

　
　
　
　
　

池
田
亮
磨

　
　
　
　
　

淺
井
孝
太

　
　
　
　
　

髙
田
拳
嗣

詳
　
細　

足
寄
消
防
署
☎
25

－

２
６
１
９

消
防
団
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
端
末
の
能
力

向
上
な
ど
に
よ
り
、
一
般
企
業
や
個
人
が
容

易
に
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
え
る
よ
う
に
な

り
、
国
、
自
治
体
等
が
保
有
す
る
公
共
デ
ー

タ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
等
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
国
で
は
「
電
子
行
政
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
戦
略
」
と
し
て
、
国
や
自
治
体
が

保
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
デ
ー
タ
を
身
近

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
活
用
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は

・
機
械
判
読
に
適
し
た
デ
ー
タ
形
式
で
、
二

次
利
用
が
可
能
な
利
用
ル
ー
ル
で
公
開
さ
れ

た
デ
ー
タ

・
人
手
を
多
く
か
け
ず
に
デ
ー
タ
の
二
次
利

用
を
可
能
と
す
る
も
の

　

本
町
で
も
、
町
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
の
う

ち
公
開
で
き
る
も
の
か
ら
随
時
町
Ｈ
Ｐ
「
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
ま
た
は
「
北
海
道
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

※
北
海
道
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

h
ttp

s://w
w

w
.h

a
rp

.lg
.jp

/o
p
e
n
d
a
ta

公
共
デ
ー
タ
を

公
開
し
て
い
ま
す

詳
　
細　

役
場
総
務
課
情
報
管
理
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
２

●
本
町
が
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
の
例

・
避
難
所
・
避
難
場
所
一
覧

・
教
育
関
係
機
関
一
覧

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
一
覧

・
医
療
機
関
一
覧

・
消
防
水
利
施
設
一
覧

・
公
衆
ト
イ
レ
一
覧

・
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
一
覧

・
子
育
て
施
設
一
覧

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
箇
所
一
覧

・
画
像
デ
ー
タ
一
覧

町ＨＰ
「オープンデータ」
をご覧ください。



２０１９年（令和元年）９月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）９月号　広報あしょろ 1617

　

本
年
４
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
更

と
な
り
５
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
最
近

「
黄
色
い
紙
が
貼
ら
れ
た
ご
み
袋
が
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
っ
た
ま
ま
で
困
っ
て
い

る
」
と
の
連
絡
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

分
別
が
間
違
っ
て
い
る
と
ご
み
袋
に
黄
色

い
紙
が
貼
ら
れ
、
回
収
さ
れ
ず
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
黄
色
い

紙
が
貼
ら
れ
た
ご
み
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

《
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
》

○
し
っ
か
り
分
別
さ
れ
て
い
る
ご
み
が

残
さ
れ
た
ま
ま
の
ご
み
に
隠
れ
て
し

ま
い
回
収
さ
れ
な
い
。

○
業
者
が
確
認
に
時
間
を
と
ら
れ
、
収

集
が
終
わ
ら
な
い
。

○
溜
ま
っ
た
ご
み
の
せ
い
で
新
し
い
ご

み
が
捨
て
ら
れ
な
い
。

ご
み
の
分
別
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

ご
み
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
に
正
し
く
分
別

し
、
出
し
た
ご
み
が
残
っ
て
い
な
い
か
の
確

認
を
必
ず
行
い
、
周
り
へ
の
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
旧
分
別
表
の
回
収
に
つ
い
て

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
付
い
て
い
る
平
成

31

年
３
月
ま
で
の
旧
分
別
表
は
、
定
期
収
集

に
合
わ
せ
て
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
取

り
外
し
、
横
に
立

て
か
け
て
お
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
　
細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２ 旧分別表

「より細かく、より短時間に、より広範

囲に」検査ができるようになりました。

～
健
や
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
を
！
～

　

　

ヘ

リ

カ

ル

Ｃ

Ｔ

肺

が

ん

検

診

　

　

受

診

費

用

の

助

成

が

始

ま

り

ま

す

■
対
象
者

　

30

歳
以
上
の
町
民

（
平
成
２
年
３
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

＊
た
だ
し
、
令
和
元
年
度
に
町
の
助
成
を
受

け
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
を
受
診
ま
た
は
受

診
予
定
の
方
は
除
き
ま
す
。

＊
助
成
対
象
は
３
年
に
一
度
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
助
成
を
受
け
た
方
は
令
和
２
年
度
、

３
年
度
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
対
象
人
数　

先
着　

50

名

■
料
金　

自
己
負
担　

７
７
０
０
円
（
税
込
）

＊
町
助
成
額
７
７
０
０
円
を
除
い
た
金
額
で

す
。
検
診
受
診
時
に
、
病
院
窓
口
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

■
実
施
内
容　

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）

■
申
込
方
法　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

へ
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

令
和
２
年
１
月
31

日
㈮
ま
で

■
受
診
期
間　

10

月
～
令
和
２
年
３
月

　
　
　
　
　
　

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
実
施
医
療
機
関　

町
国
民
健
康
保
険
病
院

■
そ
の
他

・
助
成
と
な
っ
た
方
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
当
日
、
病
院
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
度
こ
の
検
診
を
受
診
し
た
場
合
、
肺

が
ん
検
診
、
結
核
検
診
の
受
診
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

・
受
診
結
果
に
つ
き
ま
し
て
病
院
か
ら
町
へ

も
結
果
が
返
却
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
健

康
づ
く
り
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
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２
５
７
１

町
国
民
健
康
保
険
病
院

高
速
撮
影
の

新
型
Ｃ
Ｔ
装
置
を
更
新

【
装
置
の
特
徴
】

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
人
体
を
透
過
し
て
き
た
Ｘ
線

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し
、
人
体
を
輪

切
り
に
し
た
画
像
を
描
く
検
査
方
法
で
す
。

人
体
の
断
層
像
が
瞬
時
に
抽
出
で
き
る
の
で
、

救
急
医
療
や
最
新
医
療
で
は
必
要
不
可
欠
な

検
査
法
で
す
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
装
置
は
、
キ
ャ
ノ
ン
社

製
の
80
列
Ｃ
Ｔ
装
置
「A

q
u
ilio

n
 L

ig
h
tn

in
g

H
e
lio

s
 E

d
itio

n

」
で
す
。
従
来
の
Ｃ
Ｔ
装

置
（
４
列
）
に
比
べ
、
Ｘ
線
の
検
出
器
幅
が

広
く
な
り
、
よ
り
短
時
間
で
の
撮
影
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
短
時
間
で
広

範
囲
の
検
査
が
行
え
、
呼
吸
停
止
時
間
軽
減

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
身
体

的
負
担
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
主
な
特
徴
】

・
被
ば
く
低
減
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
従
来
と

比
較
し
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

・
検
出
器
数
の
増
加
（
80
列
）
に
よ
り
、
従

来
の
半
分
以
下
の
高
速
撮
影
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
※
胸
部
で
４
秒
、
全
身
な
ら
15

秒
で
撮
影
可
能
で
す
。

・
装
置
の
開
口
が
７
８
０
㎜
、
最
低
寝
台
高

さ
３
１
２
㎜
と
な
り
、
従
来
と
比
較
し
圧

　

肺
が
ん
は
、
日
本
の
が
ん
に
よ
る
死

亡
原
因
の
第
１
位
で
す
。
し
か
し
、
肺

が
ん
は
、
早
期
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

喫
煙
と
の
関
係
が
非
常
に
深
い
が
ん

で
す
が
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
で
も

発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
し
適
切
に
治
療
を
す
る

た
め
に
、
肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

迫
感
の
低
減
、
患
者
さ
ん
の
装
置
へ
移
動

す
る
際
の
身
体
的
負
担
低
減
に
な
り
ま
し
た
。

・
人
工
関
節
や
人
工
義
歯
な
ど
金
属
置
換
さ

れ
た
部
位
に
対
し
て
の
検
査
で
も
、
金
属

ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
（
ノ
イ
ズ
）
を
低
減
し

画
像
を
劇
的
に
改
善
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
Ｃ
Ｔ
の
更
新
に
併
せ
て
、
従

来
、
健
康
診
断
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施

し
て
い
た
肺
ド
ッ
ク
を
単
独
で
も
実
施
で
き

る
よ
う
に
内
容
も
含
め
て
10

月
か
ら
見
直
し

ま
す
。
ま
た
、
町
に
よ
る
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
肺

が
ん
検
診
受
診
費
用
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

国
民
健
康
保
険
病
院
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請
求
手
続
き
は
お
早
め
に
！

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金

等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
給
付
金
の
受
け
取
り
に
は
請
求
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。　

　

ご
案
内
や
お
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て
次
の
要

件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

☑

65
歳
以
上
で
あ
る

☑

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
る

☑

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が

約
88
万
円
以
下
で
あ
る

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
て
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

☑

前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以
下
で

あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
平
成
31

年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬
か
ら

順
次
届
き
ま
す
。

　

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
金

請
求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31

年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給

し
は
じ
め
た
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務

所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口

座
番
号
を
聞
い
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭

を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
請
求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
は
「
給

付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０

－
05

－

４

０
９
２
」
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

詳
　
細

　

帯
広
年
金
事
務
所
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～
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

介
護
予
防
の
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
「
あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
健

康
教
室
」
と
平
成
30

年
度
か
ら
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
各

地
区
対
象
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
運
動
を

体
験
し
た
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
自
主
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
自
分
た
ち
で
運
動
を
継
続
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
自
主
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
て
運
動
す
る
事
は
、
一
人
で
運
動
す
る
よ

り
も
将
来
の
要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
を

抑
制
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
在
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動

状
況
や
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

　

現
在
、
芽
登
・
上
足
寄
・
市
街
地
の
３
地

区
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
操
は
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
重
り
を
付
け
て
行
う
体
操
で

す
。
重
り
は
２
０
０
ｇ
の
小
分
け
に
な
っ
た

袋
が
５
個
入
っ
て
お
り
、
無
理
な
く
自
分
の

体
力
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の

地
区
も
活
動
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

体
操
を
始
め
て
か
ら
効
果
を
感
じ
て
い
る
方

も
多
く
、
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
体
操

を
継
続
し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
１
年

間
活
動
を
続
け
た
方
々
か
ら
は
、

・
自
分
で
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
夫
か

ら
「
最
近
、
あ
ん
摩
に
通
っ
て
な
い
な
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
体
操
を
始
め
て
か
ら
は
体

が
だ
る
く
な
く
、
あ
ん
摩
に
通
い
た
い
と
思

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
体
操
の
効

果
か
な
と
思
い
ま
す
。 

（
81
歳
、
女
性
）

・
毎
年
、
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
が
年
々

数
値
が
良
く
な
っ
て
お
り
、
担
当
の
医
師
が

驚
い
て
い
た
。
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
聞
か
れ
、

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
し
て
い
る
と
伝

え
る
と
医
師
か
ら
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
84
歳
、
男
性
）

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
健
康
教
室
」

　

現
在
、
５
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
・
体
操
の
後
、
認
知
症
予
防
に
効

果
的
な
運
動
を
行
い
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
を
し

な
が
ら
計
算
し
た
り
、
ラ
ダ
ー
を
使
用
し
課

題
通
り
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
体
操
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
主
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
か
ら
参

加
者
が
増
え
て
い
る
地
区
や
、
毎
週
活
動
し

て
い
る
地
区
等
、
各
地
区
ご
と
に
楽
し
み
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る
自
主

グ
ル
ー
プ
に
、
ご
近
所
の
方
や
ご
友
人
と
声

を
掛
け
合
い
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
た
、
新
た
に
自
主
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

て
運
動
し
た
い
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

体
験
し
て
み
た
い
等
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
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【
い
き
い
き
百
歳
体
操
】

●
芽
登

開
催
日　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
30

分
～

場
　
所　

芽
登
寿
の
家

●
上
足
寄

開
催
日　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10

時
～

場
　
所　

上
足
寄
集
落
セ
ン
タ
ー

●
市
街
地

開
催
日　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
～

場
　
所　

老
人
憩
の
家　
　
　
　
　
　
　
　

【
認
知
症
予
防
教
室
後
の
自
主
グ
ル
ー
プ
】

●
西
町
１
丁
目
～
６
丁
目
（
カ
シ
ワ
の
会
）

開
催
日　

第
２
・
４
月
曜
日　

午
前
10

時
～

場
　
所　

は
た
ら
く
も
の
の
憩
の
家

●
南
５
～
７
条
（
ひ
ま
わ
り
の
会
）

開
催
日　

第
１
・
３
月
曜
日　

午
前
10

時
～

場
　
所　

南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
中
島
１
・
２
区

開
催
日　

第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
10

時
～

場
　
所　

中
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
北
１
区
～
南
４
条
（
太
陽
ク
ラ
ブ
）

開
催
日　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10

時
～

場
　
所　

南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
郊
南
１
～
２
丁
目

開
催
日　

農
閑
期
（
11

月
～
４
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10

時
～
（
月
２
回
）

場
　
所　

郊
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５月～８月にかけ、北区対象に「あたまとからだの健康教

室」を開催しました。教室に参加された方からは、とても

楽しかったと好評でした。９月からは、西町７～８丁目、

常盤、美盛地区を対象に開催します。

　

平
成
30

年
４
月

か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
帯

広
市
か
ら
移
住
し

て
来
ま
し
た
佐
々

木
司
で
す
。

　

応
募
の
き
っ
か
け
は
、
先
輩
チ
ー
ズ
職
人

か
ら
の
誘
い
が
あ
り
、
足
寄
の
良
質
な
生
乳

を
使
っ
て
チ
ー
ズ
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

現
在
、
役
場
経
済
課
農
業
振
興
室
に
所
属

し
、
町
農
業
協
同
組
合
「
あ
し
ょ
ろ
チ
ー
ズ

工
房
」
で
チ
ー
ズ
製
造
、
販
売
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
足
寄
産
チ

ー
ズ
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
帯
広
農
業
高
校
在
学
中
に
食
品
加
工

の
授
業
で
初
め
て
チ
ー
ズ
を
作
り
そ
の
存
在

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
も
の
作
り
の
楽

し
さ
を
感
じ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
同
校
を

卒
業
す
る
と
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
十
勝
管

内
の
チ
ー
ズ
工
房
に
就
職
し
ま
し
た
。
20

年

程
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、製
造
は
も
ち
ろ
ん

販
売
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
で
十
勝
管
内
外
や
本

州
を
訪
れ
た
り
、
手
作
り
チ
ー
ズ
体
験
の
指

導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
を
本
町
で
の
活

動
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
２
月
に
町
内
飲
食
店
で
第
１
回
足
寄

チ
ー
ズ
試
食
会
を
開
催
し
、
定
員
を
超
え
る

お
客
様
に
チ
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
チ

ー
ズ
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
き
っ
か
け
作
り
を

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
達
に
も
足
寄

産
チ
ー
ズ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
チ
ー
ズ
作
り
体
験
も
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
海
道
を
含
め
日
本
全
国
に
チ
ー

ズ
を
作
っ
て
い
る
市
町
村
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
足
寄
産
チ
ー
ズ
の
認
知

度
ア
ッ
プ
の
為
に
町
内
に
あ
る
工
房
の
職
人

と
連
携
し
て
足
寄
産
チ
ー
ズ
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
町

の
皆
さ
ん
に
と
て
も
優
し
く
し
て
頂
き
受
け

入
れ
て
く
れ
た
事
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

住
み
心
地
も
大
変
良
く
、
少
し
ず
つ
で
す
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
出
来
て
き
て
独
身
者
の
私

で
す
が
、
不
自
由
な
く
自
分
な
り
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
で
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
足
寄
に
住
み
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌

第2回

足
寄
町
に
移
住
し
て
活
躍
す
る

隊
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

イ

ベ

ン

ト

情

報

２０１９オンネトー物語
９月29日㈰　午前９時30分～午後２時

オンネトー国設野営場

☆自然ふれあい教室

オンネトーの散策路で大自然を満喫。

参加申し込み受付中（当日申し込み可）

《雌阿寒岳登山コース》

　受付：午前６時～６時30分

　集合：雌阿寒岳温泉前広場

《遊歩道コース》（オンネトー湖岸・湯の滝）

　受付：午前９時30分～10時

　集合：野営場

☆森のキッチン＆クラフトコーナー

町内外から美味しいグルメがオ

ンネトーに集結！雑貨の販売や

ハーバリウム作り、羊毛や木材

を使った楽しい制作など、さま

ざまな魅力を体験。

☆緑の遊歩道

～スタンプ巡り～

豊かな緑と神秘のブルー

に囲まれたキャンプ場周

辺で、スタンプを集めな

がらオンネトーを満喫。

☆農産物無料飲食コーナー

☆フォトコンテスト

　作品展示・受賞者表彰式

☆オンネトーコンサート

無料送迎バス

ぜひご利用ください。（要申込）

《行き》道の駅あしょろ銀河ホール21

　北側駐車場

　午前８時30分発

《帰り》　オンネトー国設野営場

　午後２時発

詳細・申込先　あしょろ観光協会　☎25－６１３１　ＦＡＸ25－６１３２
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ミセス ユミ子の

消費生活
Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員
第82回

　国際交流員コラム　　　No.6

Hello! Friends!

ユ
ミ
子

：

ま
ず
、
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
、
ど
こ
に
相
談
す
る
？

ア
ユ
ミ

：

当
然
、
消
費
生
活
相
談
員
の
ユ
ミ

子
さ
ん
に
相
談
す
る
よ
！

ユ
ミ
子

：

じ
ゃ
あ
、
も
ち
ろ
ん
消
費
生
活
相

談
所
の
連
絡
先
は
知
っ
て
る
よ
ね
？

ア
ユ
ミ

：

う
ん
！
電
話
番
号
は
28

－

０
５
８

５
で
、
受
け
付
け
は
平
日
の
午
前
10

時
か
ら

午
後
３
時
30

分
。
ユ
ミ
子
さ
ん
が
留
守
の
時

は
役
場
の
住
民
課
住
民
生
活
担
当
に
連
絡
す

れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
！

ユ
ミ
子

：

大
正
解
！
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
の
が
旅
先
や
引
っ
越
し
先
だ
っ
た
ら

ど
こ
に
相
談
す
る
？

ア
ユ
ミ

：

う
～
ん
。
分
か
ら
な
い
か
も
…

ユ
ミ
子

：

そ
ん
な
時
に
覚
え
て
い
て
欲
し
い

の
が
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
な
の
。
も

ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
後
で
、
足

寄
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
相
談
し
て
も
い
い
け

ど
、
け
が
や
急
な
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
？
そ

ん
な
と
き
は
「
１
８
８
（
局
番
な
し
）
」
に

連
絡
し
て
み
て
ね
。
最
初
は
音
声
案
内
に
繋

が
っ
て
、
そ
の
後
、
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
繋
が
る
わ
。
相
談
は
全
国
ど
こ
で
も

無
料
だ
か
ら
安
心
し
て
連
絡
し
て
ね
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
と
は
？

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
局

番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご

案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活
相

談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。

　

「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
」

「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ

な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８

８
（
い
や
や
！
）
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支

援
し
ま
す
。

詳
　
細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

 

午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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２
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４
１
内
線
２
２
２

ユ
ミ
子

：

ア
ユ
ミ
ち

ゃ
ん
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
っ
て
知
っ

て
る
？

ア
ユ
ミ

：

う
う
ん
、

わ
か
ら
な
い
。

足
寄
の
夏

　

足
寄
町
で
過
ご
す
初
め
て
の
夏
。
私

は
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
！

日
本
に
は
参
加
す
る
の
が
楽
し
く
な
る

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
が
あ
る

ん
で
す
ね
！

　

こ
の
町
で
暮
ら
し
始
め
て
約
５
カ
月
、

日
本
と
カ
ナ
ダ
で
は
夏
の
過
ご
し
方
に

大
き
な
差
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
カ

ナ
ダ
の
夏
は
住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ

て
は
と
て
も
短
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
カ
ナ

ダ
で
は
、
毎
年
友
達
と
ゴ
ル
フ
や
ウ
ェ
タ

ス
キ
ウ
ィ
ン
市
郊
外
の
湖
に
釣
り
を
し
に

出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
市
で
は
多
く
の
家
庭
が
ボ
ー
ト
を
所
有

し
て
い
て
、
湖
に
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
て
釣

り
を
し
た
り
、
湖
で
泳
い
だ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
は
日
本
の
よ
う
に
一
口
サ
イ
ズ
の
肉

を
焼
く
の
で
は
な
く
、
大
き
い
塊
の
肉
を

ふ
た
の
付
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
グ
リ

ル
で
豪
快
に
焼
く
ス
タ
イ
ル
が
伝
統
的
な

カ
ナ
ダ
の
「
焼
き
肉
」
で
す
。
そ
し
て
ウ

ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
は
６
月
に
「
サ
マ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
数
日
間
、
即
席
の
乗
り
物
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し
め
る
遊
園
地
が
開
設
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

私
は
足
寄
町
で
残
り
の
夏
を
思
い
切
り

楽
し
ん
で
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
た
い
で
す
。

カ
ナ
ダ
は
だ
い
た
い
５
月
中

旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
が
「
夏
」

の
季
節
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
温
は
日
本
と
同
じ
く
ら
い

暑
く
な
る
場
所
も
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
よ
う
に
ジ
メ
ジ

メ
と
し
た
暑
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ

ィ
ン
市
で
は
、
暑
い
日
は
、

だ
い
た
い
夕
方
に
な
る
と
２

時
間
ほ
ど
の
激
し
い
雨
が
降

り
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
私
は
ゴ
ル
フ
を

し
た
り
焼
き
肉
を
食
べ
た
り
、

お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
た

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
１
８
８
っ
て

知
っ
て
る
？
の
巻

　

オ
オ
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
は
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
上

科
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
科
の
甲
虫
で
、
日
本
全
土

に
分
布
し
ま
す
。
体
長
16
～
22

㎜
で
、
体
は

丸
く
、
体
色
は
金
赤
、
金
緑
な
ど
金
属
光
沢

が
あ
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
で
す
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
標
本
に
し
て
い
る
採
集

は
便
所
の
古
語
で
あ
る
「
雪
隠
（
せ
っ
ち
ん
）
」

が
変
化
し
た
言
葉
で
、
糞
に
よ
く
集
ま
る
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

詳
　
細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
鍜
治
清
弘
・
内
海
泰
弘
）

 

☎
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２
６
０
８

家
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

腹
部
に
は
発
音
器
官
が
あ
り
、

触
る
と
「
ギ
ー
ギ
ー
」
と
鳴

き
威
嚇
し
ま
す
。

　

こ
の
仲
間
は
、
主
に
動
物

の
糞
や
死
骸
を
食
べ
る
こ
と

か
ら
「
糞
虫
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
山
で
動
物
の
糞
に

群
が
っ
て
る
光
景
を
見
か
け

た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
汚
い

虫
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
オ
オ
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
は

糞
の
分
解
を
通
じ
て
森
の
掃

除
屋
に
な
り
、
さ
ら
に
植
物

の
種
の
散
布
も
手
伝
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
春
か
ら
秋
に

か
け
て
活
動
し
、
交
尾
を
し

た
雌
は
糞
を
地
中
に
引
き
込

み
、
そ
の
中
に
産
卵
し
ま
す
。

卵
か
ら
孵
化
し
た
幼
虫
は
そ

れ
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。

名
前
に
あ
る
「
セ
ン
チ
」
と

オオセンチコガネ

23

Vol.

 
―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

か
む
き
っ
か
け
と
な
る
、
と
て
も
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

吹
奏
楽
局
定
期
演
奏
会

　

７
月
21

日
に
本
校
吹
奏
楽
局
の
定
期
演
奏

会
が
、
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
８
月
４
日
に
行
わ
れ
る
コ
ン
ク

ー
ル
（
※
Ｃ
編
成
の
部
で
金
賞
を
受
賞
）
の

曲
や
野
球
応
援
メ
ド
レ
ー
、
第
２
部
は
主
題

歌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
第
３
部
は
足
寄
吹
奏
楽

団
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
迫
力
あ
る
演

奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ　

Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
」
を
テ
ー
マ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
乗
り
越
え
て
紡
が
れ
た

音
楽
は
、
観
客
の
胸
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

足
を
お
運

び
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、

誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引

き
続
き
本
校

の
部
活
動
に

ご
注
目
く
だ

さ
い
。

「
進
路
の
日
」
を
実
施

　

７
月
18
日
に
「
進
路
の
日
」
と
題
し
、
全

校
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
大
型
進
路

行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
実
施
し

始
め
、
今
回
は
内
容
や
参
加
校
・
企
業
数
も

増
え
、
前
回
以
上
に
き
め
細
か
な
進
路
に
対

応
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
「
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
る

前
に
知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の
話
」
や
「
志

望
理
由
書
や
自
己
Ｐ
Ｒ
、
進
路
選
択
に
活
用

す
る
自
己
分
析
」
、
「
新
し
い
入
試
制
度
に
つ

い
て
」
と
い
う
３
分
会
に
分
か
れ
て
協
力
い

た
だ
い
た
企
業
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
第
２

部
で
は
、
14

校
の
大
学
・

短
大
・
専
門

学
校
・
企
業

を
招
き
講
演

し
て
い
た
だ

き
、
高
校
卒

業
後
に
広
が

る
社
会
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ

詳
　
細　

足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９
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風
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う

　

風
疹
は
、
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン
パ
節
腫
脹

な
ど
の
症
状
が
あ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
。

大
人
が
感
染
す
る
と
、
小
児
に
比
べ
て
症
状

が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周

囲
へ
の
感
染
が
広
が
り
、
妊
娠
早
期
の
妊
婦

に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天

性
風
疹
症
候
群
に
な
り
、
心
臓
や
眼
、
耳
に

障
が
い
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
風
疹
の
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会

が
な
く
、
特
に
抗
体
の
保
有
率
が
低
い
年
代

の
男
性
に
対
し
て
検
査
で
抗
体
の
有
無
を
確

認
し
、
抗
体
価
が
低
い
場
合
は
風
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
は
町
が
発
行
す
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
の
う
ち
、
昭
和
47

年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に
は
、

既
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
昭

和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
47

年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
を
ご
希

望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎
25

－

２
５
７
１

東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

第
40

回
東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
・
ふ
る
さ
と

会
を
東
京
都
で
開
催
し
ま
す
。

　

東
京
都
や
近
県
に
住
む
足
寄
町
出
身
や
ゆ

か
り
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と
会
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

名
前
と
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
内
の
方
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
10

月
23

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

11

月
９
日
㈯
午
後
６
時
～

場
所　

新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都
新

宿
区
歌
舞
伎
町
）

参
加
費　

男
性

：

５
千
円　

女
性

：

４
千
円

詳
細　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

10

月
か
ら
狩
猟
期
間
に
入
り
ま
す

　

道
内
に
は
約
45

万
頭
（
推
定
）
の
エ
ゾ
シ

カ
が
生
息
し
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被

害
や
交
通
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

道
内
の
一
般
鳥
獣
狩
猟
期
間
は
10

月
１
日

か
ら
１
月
31

日
ま
で
、
エ
ゾ
シ
カ
の
可
猟
期

間
は
10

月
19

日
か
ら
２
月
29

日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
（
一
部
地
域
を
除
く
）
。

　

農
作
業
や
林
内
で
の
作
業
、
登
山
や
山
菜

採
り
等
で
野
山
に
入
る
場
合
に
は
、
目
立
つ

服
を
着
用
す
る
な
ど
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
林
道
な
ど
を
車
両
で
走
行
す

る
場
合
は
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

詳
細　

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
４

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

　

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
は
、
道

が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審
査
す
る

制
度
で
、
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
係
わ
る
苦

情
で
あ
れ
ば
「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
し
立

て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代
わ

っ
て
苦
情
審
査
委
員
が
、
公
正
で
中
立
な
立

場
か
ら
道
の
関
係
機
関
に
対
し
必
要
な
調
査

を
行
い
、
不
備
や
問
題
が
あ
る
場
合
は
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

詳
細　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
５
２
３

林
退
共
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
は
昭

和
57

年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
経
験
が
あ

り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た

り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の

支
部
ま
た
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
８
９

Ⓗh
ttp

://w
w

w
.rin

taik
y
o.taisy

ok
u
k
in

.g
o.jp

/

無
料
調
停
相
談
会

　

調
停
制
度
の
手
続
き
、
利
用
方
法
に
つ
い

て
裁
判
所
の
民
事
お
よ
び
家
事
調
停
委
員
が

無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

９
月
28

日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所　

本
別
中
央
公
民
館
（
本
別
町
北
１
丁
目
）

詳
細　

本
別
簡
易
裁
判
所
☎
22

－

２
０
６
４

無
料
法
律
相
談

　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
弁
護
士
協
会
で
は
、

法
律
問
題
に
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

法
的
な
問
題
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で

も
、
幅
広
い
内
容
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10

月
10

日
㈭
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６
条
２
丁
目
）

申
込
先
・
詳
細　

消
費
生
活
相
談
所

☎
28

－

０
５
８
５

い
い
歯
の
日
帯
広
市
民
健
口
講
座

　

口
腔
等
の
健
康
に
つ
い
て
「
知
ら
れ
ざ
る

生
活
習
慣
病　

口
呼
吸
を
や
め
て
万
病
を
治

す
！
」
と
題
し
て
、
今
井
一
彰
内
科
医
（
み

ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
福
岡
市
）
が
講
演

を
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
申

し
込
み
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10

月
20

日
㈰
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

十
勝
農
協
連
ビ
ル
大
会
議
室
（
帯
広

市
西
３
条
南
７
丁
目
）

そ
の
他　

必
要
事
項
（
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
）
を
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細　

十
勝
歯
科
医
師
会

☎
０
１
５
５

－

25

－

２
１
７
２

Ⓕ
０
１
５
５

－

22

－

８
０
２
４

道
内
の
商
工
会
正
職
員
を
募
集

受
験
資
格　

昭
和
55

年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
・
高
卒
以
上
（
見
込
み
含
む
）

申
込
締
切　

10

月
23

日
㈬

試
験
日　

11

月
６
日
㈬

試
験
会
場　

札
幌
市
、
函
館
市
、
旭
川
市
、

北
見
市
、
帯
広
市
、
釧
路
市

※
試
験
日
程
・
試
験
地
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細　

北
海
道
商
工
会
連
合
会
人

事
研
修
課
☎
０
１
１

－

２
５
１

－

０
１
０
１

Ⓗh
ttp

://w
w

w
.d

o
-s

h
o
k
re

n
.o

r.jp

防
衛
大
学
校
学
生
を
募
集

募
集
種
目　

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

受
付
期
限　

９
月
30

日
㈪

試
験
日　

11

月
９
日
㈯
・
10

日
㈰

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－
８
７
１
８

Ⓗh
ttp

://w
w

w
.m

o
d
.g

o
.jp

/p
c
o
/o

b
ih

iro
/

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津
賀
庸
代
表
理
事

組
合
長
）
か
ら
足
寄
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽

器
整
備
の
た
め
に

10

万
円

退
職
者
（
７
月
31

日
付
）

柴
﨑　

嘉
（
国
民
健
康
保
険
病
院
医
長
）

Ⓕ…ファックス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

本別町から陸別町から

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

町
職
員
人
事

募
　
集

銀河の里 treefestival ２０１９in ほんべつラリー北海道２０１９

「陸別ステージ」開催 　本別・足寄・陸別の３町が連携して行う「十

勝の木に触れて、遊んで学べる」木のイベント

は、今年で４回目の開催。迫

力満点のステージショーや、

地元産カラマツなどを使った

体験ブースで、子どもから大

人まで楽しめます。

日　時　10月６日㈰午前10時～午後２時30分

場　所　義経の里本別公園（本別町東町）

　　　　静山キャンプ場

内　容　・ステージショー（丸太早切り選手権、

伐倒ショー、枝払いデモンストレーション）

・体験ブース（薪割りや木ぼうのプールなど、

木を体感できるブースが盛りだくさん）

・食のコーナー（地元産食材のグルメが楽しめ

ます）

※内容など変更する場合があります。詳しくは

お問い合わせください。

詳　細　銀河の里 treefestival 2019 in ほんべつ

実行委員会事務局

・ＦＭ ＷＩＮＧ☎０１５５－２４－５５３３

・本別町企画振興課商工観光・元気まち担当

 ☎２２－８１２１

　国内唯一のラリー

国際格式レース「ラ

リー北海道」が、今

年も十勝を舞台に開

催されます。陸別ス

テージは下記の日程で行われますのでぜひご観

戦ください。

日　時　９月21日㈯

　　　　１回目　午前８時28分～

　　　　２回目　午前10時58分～　

場　所  イベント広場　陸別サーキット

　　　　（陸別町ウエンベツ）

料　金  ステージ券

　　　　前売り２千円（当日２８００円）

詳　細　陸別ラリーを成功させる会

　　　　（陸別町役場産業振興課内）

　　　　☎２７－２１４１内線１３５
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☆足寄の夏の風物詩「足寄ふるさと

盆踊り・両国花火大会」天候が心

配されましたが無事開催され会場

には多くの来場者が訪れにぎわい

ました。帰省された懐かしい人と

の再会などたくさんの笑顔があふ

れていました。

☆お祭り会場である町民センター付

近の歩道の雑草がいつもきれいに

取り除かれているのをお気づきで

すか？南1条にお住まいの逢坂セ

ツさん（88）は日課で自宅周辺を

朝夕散歩する時、歩道の草取りを

始めて18年になるそうです。「散

歩の途中で気になったところを取

っているだけ」と謙遜されていま

したが、きれいなまちづくりを地

道に続けられている事に頭が下が

ります。

ひとのうごき

８月末の住民基本台帳

人　口　　６，８２４　人　（－８)

　男　　　３，３３１　人　（－４)

　女　　　３，４９３　人　（－４)

世　帯　　３，４８３世帯（－７)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　８月25日㈰に行われた「町民ふれあいスポ

ーツ大会」でのスナップです。

 （⇒14ページ）　

古川　笑
え

愛
ま

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年９月17日生まれ）

　いつもみんなを笑わせてくれ

る笑愛。お姉ちゃんの真似をし

たり、たくさんケンカもするけ

れど、これからも２人仲良く元

気で優しい子に育ってね。

 幸男・尚美さんの子

 （旭町）
小森　意

おき

人
と

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年７月26日生まれ）

　車と楽しい歌や踊りが大好き

な意人。これからもすくすく元

気に育ってね。

 不二人・美優さんの子

 （里見が丘）

　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp


